
 

■多くの皆さんが非薬物療法を活用していることがわかりました。 

 

 

■現場で多様な非薬物療法のアプローチが行われていることがわかりました。お時間あれ

ばぜひ具体的な実践方法を伺ってみたかったです。 

 



 

■多くの方が外用局所麻酔薬の使用経験をおもちでした。実践での苦痛緩和のアプローチ

に組み込まれていることがうかがえます。 

 

 

■使用場面としては静脈注射や末梢ライン確保での使用率が高いようでした。 

 



 

■痛みの評価については多くの方が難しいと回答されていました。 

 

 

 

■痛みの評価が難しいときの相談は、看護チームメンバーやご家族をはじめ、こちらも多様

でした。どんなときにはこの職ということ等も、詳しく伺いたかったです。 

 



 

■参加されたみなさんに、処置の痛み緩和で大切なことを一言で表していただきました。 

 


